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The aim of this paper is to show the rationale for a performance.
We base our playing of musical pieces on some kinds of rationale, one of which is
interpreting a musical piece based on the result of an analysis. This paper is an analysis of an




Both the structure of the musical piece and the elements that make up the theme and the
counter voice were examined in detail to clarify how these elements have been used aside
from as theme and counter voice.
By reading the intention of the composer through this analysis, the tempo, the climax, the
dynamic and the articulation is set, to show an example of the music performance.
はじめに
この小論に先立ち、「J.S. バッハ作曲『二声インヴェンション』1) の楽曲分析と演奏解釈」2）と
題し､「第 1番 ハ長調 BWV 7723)」から「第 11 番 ト短調 BWV 782」までの 11 曲を、「豊
橋短期大学研究紀要 第 2号」から「同第 12 号」の各号に、それぞれ楽曲分析し演奏解釈した。
また、「第 12 番 イ長調 BWV 783」から「第 15 番 ロ短調 BWV 786」までを、「豊橋創造大
学短期大学部研究紀要 第 14 号」から「同第 17 号」に、同じく楽曲分析し演奏解釈した。続い
て、「J.S. バッハ作曲『三声シンフォニア』の楽曲分析と演奏解釈」と題し、「第 1 番 ハ長調
BWV 787」から「第 11 番 ト短調 BWV 797」を、「豊橋創造大学短期大学部研究紀要 第 19
号」から「同第 29 号」に、楽曲分析し演奏解釈した。加えて、「J.S. バッハ作曲『三声シンフォ
ニア』の楽曲分析と演奏解釈」と題し、「第 12 番 イ長調 BWV 798」を、「東海学園大学研究紀
要 第 20 号 人文科学研究編」に、楽曲分析し演奏解釈した。
１．研究目的と研究対象
演奏の根拠の一つとして、楽曲分析が挙げられる。楽曲分析の結果をもとにして演奏解釈を行
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の比較も行っている。
３．楽曲分析と演奏解釈




「W.F. バッハのための小曲集」4）において、この「Sinfonia 13」にあたるのは、54 番めの曲で








第 1部から第 3部までの楽曲分析を、「3－ 1．」で示した構造ごとに、次に記す。
3 － 2 － 1．第 1部の楽曲分析
１）主題１～５の分析
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「Sinfonia 13」 「Fantasia 6」
３ 5）上声 2拍め H音6） 装飾音記号無 ３ 5）上声 2拍め H音 装飾音記号有
８ 上声 3拍め G音 ナチュラル無 ８ 上声 3拍め G音 ナチュラル有
８ 中声 2拍め 十六分音符で G音 A音 ８ 中声 2拍め 十六分音符で Gis 音 A音
第 1部 １～21（20） 第 2部 21～41（20） 第 3部 41～64（24）
主 題 １～５（4） 主 題 21～25（4） 主 題 41～45（4）
主 題 ５～９（4） 主 題 25～29（4） 間奏４ 45～49（4）
間奏１ ９～12（4） 主 題 29～33（4） 主 題 49～53（4）
主 題 13～16（3） 主 題 33～36（3） 主 題 53～56（3）
間奏２ 16～21（5） 間奏３ 36～41（5） 間奏５ 56～60（4）
主 題 60～64（5）
・１～５上声部には、四分音符と八分音符で a moll 8)の主音から下属音まで順次上行する要素
（a）と、八分音符と四分音符と十六分音符で a moll の上中音・上主音・主音と順次下行する
要素（b）からなる原形の主題（T1）がある。後に主題は、度々リズム的変化を加えられて出
てくる。（T1）の後には、（a）をリズム的に凝縮し十六分音符で順次上行する（a/）が続き、








・５～９上声部には、十六分音符で、e moll の上主音から順次 5度上行して下中音まで登り、
二度下がって属音に収まる（c）と、その反行形の（ c）と、e moll のカデンツ的動きをする
（d）からなる対旋律 2（G2）がある。
・５～９中声部には、e moll で（T1）が現れる。（T1）の後に、４の上声部同様（a/）が続き、




・９～12上声部の９では、（G2）の要素である（ c）が d moll で出てくる。10では、付点四分
















・16～21中声部では、16で a moll の属音Ｅ音と主音Ａ音を鳴らし、17で G dur の属音Ｄ音と
主音Ｇ音を鳴らして、細かい転調を支えている。18～19には、八分音符を含んだ（a/）があ
る。20～21の八分音符の動きは、C dur をしっかり確立させて第 1部を終わらせている。
・16～21下声部は、16～18に二つ（a/）を置き、18～20に（b×）を置いている。18～20の
（b×）は、上声部16から18の（b×）に対応している。
3 － 2 － 2．第 2部の楽曲分析
１）主題21～25の分析


















る。27～29は、自由な動きをして、C dur から d moll への急激な転調を支えている。
３）主題29～33の分析
・29～33上声部は、（T2）である。（a/）が続いている。




















緒になって、上声部の（f）と、掛け合うようになっている。この間奏の間に、d moll から G
dur に転調している。











リズム的に拡大された（ c×）がそれに続いている。二つの（ b/）の間に G dur から C dur
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で、a moll の属音と下属音を鳴らしている。58～60で、（f）を下に向って 2回ゼクエンツし
て a moll の導音に至っている。
・56～60中声部は、上声部のシンコペーションと（f）の下に向う 2回のゼクエンツを前後入れ
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校訂者 テンポに関する指示
Hans Bischoff Andante pensieroso c ＝ 108
Ferruccio Busoni Andante
Alfredo Casella Allegretto serio
Carl Czerny Allegretto t ＝ 60
Ignaz Friedman Allegretto
William Mason Andantino
Bruno Mugellini Andante c ＝ 120
Willard A.Palmer Allegretto t ＝ 56～60
Blanche Selva Modere dans lallure dun chant populaire
井口 基成 Andante
市田 儀一郎 Andante e espressivo c ＝± 100
園田 高弘 Andante
高木 幸三 Andante espressivo c ＝ 92～100
寺西 基之 Andante pensieroso c ＝ 108



















演奏者 録音年 楽器 演奏時間
Simone Dinnerstein 2013 年 ピアノ 2分 18 秒
Christoph Eschenbach 1974 年 ピアノ 1分 12 秒
Gienn Gould 1964 年 ピアノ 2分 14 秒
Andras Schiff 1977 年 ピアノ 1分 45 秒
1983 年 1 分 42 秒
Peter Serkin 1995 年 ピアノ 2分 36 秒
Valery Lloyd-Watts 1993 年 ピアノ 1分 56 秒
江崎 昌子 2012 年 ピアノ 1分 50 秒
清水 和音 2006 年 ピアノ 2分 26 秒
高橋 悠治 1977 年～1978 年 ピアノ 1分 27 秒
田村 宏 不明 ピアノ 1分 54 秒
渚 智佳 2010 年 ピアノ 2分 02 秒
Helmut Walcha 1961 年 チェンバロ 1分 56 秒
奏は、今までに出会ったことがない。エッシェンバッハとは違った意味で、グールドの演奏は、
筆者に大きな驚きを与えてくれた。
筆者は、a moll の「甘い悲しみ」を表現したい。ゆっくりしたテンポの「Andante c ＝ 88」を
とる。














3 － 3 － 4 － 1．第 1部の演奏解釈
１）主題１～５の演奏解釈
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・上声部（G2）の音の上行と下行に合わせて軽いオブリガートのような cresc.と dim.をする。
７～８の（d）は、カデンツの落ち着きをもってＥ音に納まる。
・中声部の（T1）は、１～２（T1）同様に、p のままで cresc.と dim..を行うが、中声部らし
い太さが音に加わる。８のつなぎ（a/）の cresc.は、４よりも少し強くして、_までもって
行く。
・下声部（G1）は、１～２の下声部（G1）同様に控えめな cresc. と dim.を行うが、5度音が高
くなった分、少し軽やかさが加わる。
３）間奏１９～12の演奏解釈
・９～11は、上声部（ c）と中声部（ c×）が交互に加工する動きの中で、テラス状に dim.す
る。この 3小節の下行する動きは、シンプルでありながら非常に美しく、救いを予感させる
響きを持っている。それを legato 奏法で表したい。
・12は、上声部と中声部の両声部で、静かにしかし豊かに cresc.し、13主題の f にもって行く。
４）主題13～16の演奏解釈
･主題13～16は、f ではあるが、賑やかであったり、壮大であったりする f ではない。下声部
の（T）の太い響きを楽しむための f である。
・上声部は、下声部の（T1）と中声部（G2）の上で、オブリガート的な音を鳴らすにとどめる。









落ち着きに戻すための dim.である。その動きの中で、a moll から C dur に転調するので、特
に弱々しくならないように注意したい。
・20～21で、あかるい未来を予感させながら、落ち着いた響きで第 1部を終止させる。
3 － 3 － 4 － 2．第 2部の演奏解釈
１）主題21～25の演奏解釈
・第 2部は、C dur で始まる。束の間の喜びを謳歌するがごとく、上声部と中声部で、同時に
（T2）を鳴らす。全体的には、f であるが力強い f ではない。精神的な喜びを表す f である。
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・上声部の（T2）は、主の主題らしくのびやかに奏でる。22の 1 拍めのＥ音は、第 2部最大の
クライマックスである。中声部の（T2）は、従らしく上声部の（T2）に沿った音にする。
・下声部の（G3）は、喜び勇んで弾けたようなリズムと音形をしている。音の上下の動きに沿っ
て自然な cresc. と dim.をつける。弾けた音形ではあるが、諧謔さを表しながらも淑やかさ
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くなるもので、エネルギーが増えて強くなるものではない。
・41で、cresc.が f に至り、G dur に終止して、第 2部を終える。
3 － 3 － 4 － 3．第 3部の演奏解釈
１）主題41～45の演奏解釈
・第 3 部の始まりは、第 2 部の始まり同様に f であるが、第 2 部が喜びの f であったのに対














































moll の調性感である「甘い悲しみ」を表現するためのテンポを設定している。また、「3－ 3－ 4
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注
1）「二声インヴェンション」と「三声シンフォニア」という呼び名については、豊橋短期大学研究紀要第 2号
「J.S. バッハ作曲『二声インヴェンション』の楽曲分析と演奏解釈」藤本逸子 1985 年（以下「2号におけ
る小論」）の「『インヴェンション』について」の項を参照のこと。
2）本文中の作品名・書名・協調語句は、原則として「 」に入れて表す。
3）ＢＷＶ＝Bach-Werke-Verzeichinis W. シュミーダによる J.S. バッハの作品総目録番号。
4）「W.F. バッハのための小曲集」については、「第 2号における小論」の「『インヴェンション』について」
の項を参照のこと。
5）小節数は、数字を で囲むことによってあらわす。例：第 4小節め→４第 3小節めから第 10 小節め→
３～10
6）音名は、原則としてドイツ音名で表す。例：変ロ音→Ｂ音 嬰ヘ音→Fis 音
7）この小論における「Sinfonia 13」に関する楽譜は、Johann Sebastian Bach 2014 Inventionen und
Sinfonien Kassel: Bärenreiter-Verlag を用いている。国内においては、ベーレンライター社/カッセルの
出版物に基づいて制作されたライセンス版として、ヤマハミュージックメディアが発行している。
8）調名は、原則としてドイツ音名を用い、ドイツ音名の大文字は長調、小文字は短調を表す。例：ハ長調→
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譜 2「Sinfonia 13」BWV799     ～    （演奏解釈）１ 64
13
第 1部最大クライマックス
第２部最大クライマックス
Tクライマックス
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全曲最大のクライマックス
